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♪音楽センターアコーディオン科「金曜教室コンサート ～想いの届く日～」より♪ 

2020 年 10 月 11 日（日）14：00～16：00 

会場：音楽センター地下ホール 新宿区新大久保 

 

2020 年 10 月 11 日（日）音楽センター地下ホールで中部金曜教室コンサ

ートが行われました。5 月 24 日開催予定だったのがコロナの影響で中止にな

りましたが、何とか年内に仲間同士でも聞き合おうと話し合い、開催の運びと

なりました。まだコロナが収束していない中での開催なので対策として、 

① お客様は身内や親しい友人に限り 20 名以内にする。 

② ３部構成にし、30 分演奏したら 10 分休憩して換気する。 

③ 演奏者はソロの時は自由だが二人以上（デュオ・アンサンブル・合奏）の

時はマスク着用、司会者にはフェイスシールドを付けてもらう。 

（当日の感染対策については 15 ページ参照） 

当日は、前日までの雨も上がって晴れ渡り秋日和の１日でした。 

１７名のお客様、音楽センタ―の皆様、三多摩教室からのお手伝いの方に

見守られ全１７曲をお届けしました。 

☆演奏曲（敬称略） 

第１部 ①島唄：合奏 ②世界に一つだけの花：佐藤将、山田、上野、宇野 

③さくら：佐藤（将） ④マドモアゼル・ドゥ・パリ：山田 ⑤ラメール：

新井、鈴木、田中、菱田、佐藤（吉） 

第２部 ⑥ワルツ第２番：合奏 ⑦さらば草原：田中 ⑧テイクファイブ：

上野 ⑨長い道を：佐藤（吉） ⑩コンドルは飛んでいく：鈴木 ⑪主よ、

人の望みの喜びよ：関先生、新井、菱田  

第３部 ⑫ホール・ニュー・ワールド：翔太 ⑬帰ってきたつばめ：宇野  

⑭オブリビオン：新井 ⑮オネスティー（誠実）＆⑯白い自転車：関英昭先生 

⑰想いの届く日：合奏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「島唄」関先生の指揮でオープニング（沖縄の心を） 
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「翔太」                          「田中さん」 

息もピッタリ「翔太」さん      アコ歴４０年、弾きこんだ音色田中積さん 

（「アラジン」より）            (86 歳) 

日頃練習している会場だったこと、お客様と舞台との距離も近くほとんどが

顔見知りの人ということもあり、とても温かい雰囲気でアットホームなコンサ

ートとなりました。メッセージカードには多くの方々が感想や励ましの言葉を

寄せてくださいました。 

 

＊約 8 か月振りに生演奏のコンサートを聴かせて頂きました。いいですね、音

楽って！アコーディオンって！皆さんジャバラをたっぷり使われて、丁寧に、

とても素敵な音を出されているのが印象的でした。楽しかったです。 

＊コロナ禍の中でコンサートを開く意気込みにまず心打たれています。始まる

前から、出演者のようにドキドキしていますが沢山のことを感じ取って、私も

学びに生かしていきたいです。皆さんの日ごろの努力にエール！アコーディオ

ン・音楽大好き感があふれていて、皆さん素敵でした。 

＊午後のひととき古今東西の名曲をアコーディオンの演奏で楽しむことが出来

ました。大げさではなくアコーディオンの音色には平和を実現するだけの力が

あると感じました。一つには聴いている人の心を癒す音。聴いているだけで争

う気持をなくします。二つ目に美しい和音が人の融和を促してくれる気がしま

す。（ここで一句）  アコの音に 紡ぎだされる  和の軌跡（奇跡） 

＊皆さんの想いのこもった演奏に励まされる思いでした。一人一人の想いがし

っかり届きました。私も頑張らなくてはと思いました。 

＊皆さんお上手でしたね。右手も左手も見ずに弾くのは偉い！と思いました。

舞台の設営も素早くプロのようでした。司会の方のお声はゆっくりと分かりや

すく、お綺麗な声で時間の配分もよかったです。（等々まだまだ続きます。） 

 

□最後にコンサートの「キャップ挨拶」を紹介します。 

（キャップ挨拶） 

皆さん、本日は「金曜教室コンサート～想いの届く日～」にお越し頂きあり

メッセージカードより 

 



‐14‐ 

がとうございました。コロナが収束しない中、このようなコンサートが開けた

ことは大変嬉しくありがたいことだと思っています。 

このコンサートは多くの方々の応援により無事終えることが出来ました。 

まず舞台監督の山口さん、司会の石橋さん、受付の本荘さん、茅根さん、いず

れも三多摩アコーディオン教室の皆さんです。ありがとうございました。（拍手）

12 月 6 日には三多摩教室のコンサートがあるので、私たちの教室みんなで盛

り上げていきたいと思います。 

さて今日のコンサートのテーマは「想いの届く日」でしたが、皆さんに私た

ちの想いが届いたでしょうか？（拍手が起こったので）有難うございます。 

5 月 24 日に予定されていたコンサートがコロナの影響で中止となり、この会

場で 10 月にやることになり、9 月まではこの教室の指導者である森先生と一

緒に練習してきました。森先生が体調を崩され、当日も参加できないことが分

かったのはコンサートの 10 日前でした。急きょ土曜教室の関先生に合奏の指

導・指揮をお願いすることになりました。快く引き受けて下さり、指揮だけで

なく、アンサンブルに入って頂いたり、講師演奏まで引き受けてやって頂きま

した。お蔭様で無事コンサ－トを終えることが出来ました。本当にありがとう

ございました。（拍手） 

個人的なことですが、私はこの 5 月でアコーディオンを始めて 38 年になり

ます。その間でこの会場でコンサートをやったのは２回目です。1 回目は習い

始めて、初めてのコンサートでした。初級で、ここにいらっしゃる関先生に習

っていました。その時主人が当時５歳の長男と３歳の次男を連れて来てくれま

した。今日も来ています。二人とももう 2 児の父です。私はこのように家族に

支えられてここまで来ましたが、私たち教室生は今日来てくださった方々にい

ろんな面で支えられて今日まで来たのだと思います。これからも良い音作りを

目指して頑張っていくつもりですので、どうぞ引き続きよろしくお願いします。

今日は本当にありがとうございました。            （鈴木正美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「集合写真」終わって「ほっ」みんなの笑顔          
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コンサート当日の感染対策について 

 

接触を少なくする、手渡しは避ける。そして気持ちよく演奏を聴いてもら

えるようにするために。 

１、受付 ①手の消毒、②名簿チェック ③検温→入場                      

 （お願い事項を紙に書いて貼っておく） 

２、検温 （受付の方にお願いする）                    

＊ ３７，5 度以上の人がいたらソファーの所で暫く休んでもらい、

再度 検温して、それでも３７、5 度以上ならご遠慮頂く。  

３、座席 

 （事前準備としてやること） 

１、 全部の席を除菌シートで拭いて消毒。 

２、 席の背もたれに番号（１から２０）を貼る。 

３、 席にプログラム・メッセージカード・鉛筆を挟んで置いておく。

(席と同じ番号をプログラム・メッセージカードにもふってお

く） 

＊席は２０席。前にも後ろにも人が来ないようにずらして並べる。７人３

列。席も交互に並べる。 

＊自分の席を決めたらずっとその席にすわる。休憩などで場外にでたとき

でも、戻ったらその席に座る。（初めに司会者にその旨言ってもらう） 

＊お客様リストに席番号を書ける欄を作り受付の人に後で記入してもら

う。 

4,休憩時間の換気 

どこを開けるか確認（リハーサルの時に舞台監督とも相談して決める） 

 

 音楽センター金曜教室 


